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Thepurposeofthisstudywastoanalyzeanddiscussthesatisfhctionlevelofhuman  

relationshipandlifestYleasawholeoftheuniversitystudentsthatbelongtothesports  

clubunion，fromtheviewpointofgender，gradeandbelongingclubs（officialor  

unofficial），inorderto“enhancetheactivityofsportsclubs”oftheuniversity．The  

mainresultsareasfollows．  

（1）nleaVerageOfthestudentsbelongingtosportsclubs，tendedtobesa也s丘edin  

allthe“rateofli血stylesatisfaction’’measures．  

（2）Amongeachmeasure，thehighestaverageofthestudentsbelongingtosports  

clubs，WaS“therelationshipwithfamily”，andthesecondhighestwas“therelation一  

血ipwith鋸endsandconeagues”andthethirdwas“sports（compe也dvesporOacdvity”．  

II    AIso，“thepresentlivingenvironment”，“eCOnOmicalaspectsofliving，“Current  

healthcondition”and“thepresentlifeasawhole”weresigniBcantlylowerthanthe  

fbrmerthreemeasures（p＜，01）．  

（3）Inthesatishctionrateofhumanrelationshipmeasuressuchas“therelation－  

shipwithfamily”and“therelationshipwith血・iendsandcolleagues”，thesatisfaction  

rateofwomenwassigniLicantlyhigherthanmeninthe丘rstgrade（family：p＜．05，  

＆iends：p＜．01）．MeanWhile，therewasnosigniBcancebygenderforthestudents  

Whoareabovesecondyear．  

（4）Inthemeasureabout“sport（competitivesport）acdvity”，thesatis血ctionrateof  

menwassigniBcantlyhigherthanthewomen（p＜．01）andthestudentswhobelongto  

unOfficialclubsandthemedicalbranChhadsign通cantlyhighersatisfactionratesthan  

thestudentsbelongingtothesportsclubunion（p＜．05）．  

（5）hthemeasureabout“currenthealthcondition”，Whilethesatisfactionrateof  

mengetshigherasthegradesproceeds，thewomenbecomelower．  

＊ 筑波大学  
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などが明らかになった。こうした結果は，大  

学におけるスポーツ活動の環境整備には有用  

であると考えられるが，大学における生活を  

充実させるための人間関係や生活全体の満足  

度にどのような影響があるかについて，十分  

に言及されているとは言えない。したがっ  

て，これらの満足度に関する実態を明らかに  

し，運動部活動に取り組む大学生のスポーツ  

生活の質の向上に寄与する知見を得ることが  

必要であると考えられる。   

本研究では，大学体育会に所属する学生の  

人間関係や生活全体に関する満足度を，性  

別，学年，所属（部会，同好会）などの観点か  

ら分析し，それぞれの類似点と相遠点につい  

て検討することを目的とした。   

方 法   

1．調査内容および手続き   

調査には，岳藤と山口二i）が作成した「生活  

の満足度」尺度を，スポーツ活動用に修正  

し，「家族との人間関係」，「友人や仲間との  

人間関係」，「スポーツ（競技）活動」，「現在の  

生活環境」，「生活における経済的側面（仕送  

り・アルバイト・奨学金などの合計）」，「現  

在の健康状態」，「現在の生活全体（日常生  

活・スポーツ活動）」の計7尺度に関する調査  

用紙を使用した。評定は，「不満卜3）」，「か  

なり不満（－2）」，「やや不満ト1）」，「どちらと  

もいえない（0）」，「やや満足（1）」，「かなり満  

足（2）」「満足（3）」までの7段階とした。これら  

の評定では「どちらともいえない」を中間値と  

して，平均点が正であれば満足傾向があり，  

負であれば不満足傾向があることを示してい  

る．二一  

2．調査対象・調査時期   

本研究では，大学の課外活動団体として部  

会，同好会・クラブに所属する学生を比較検  

討した。そのためには，各種スポーツで専門  

的に活動する学生から，スポーツを愛好する  

はじめに  

大学における運動部活動の位置づけは，こ  

こ数十年間で大きく変わった。小原仁j）による  

と，大学における体育の見直しは，1971年の  

中央教育者議会答申において，「保健体育の  

単位を卒菜の要件として画一的，形式的に課  

すだけでは，その本来の目的は達成されな  

い」として，大学における体育のあり方に検  

討を求めたことにはじまる。そして，1985年  

の臨時教育審議会第2次答申では「視野を授  

発としての体育のみに限定せず，課外のス  

ポーツ活動，さらには，社会体育との密接な  

連携のもとに設計すべきである」という指針  

が示された。さらに，1991年の大学設置基準  

の改正，いわゆる「大綱化」によって，必修科  

目としての保健体育科目の法的根拠はなく  

なった。   

一方で，2000年に策定されたスポーツ振興  

基本計画4）では，その柱の一つである「生涯  

スポーツ社会の実現に向けた，地域における  

スポーツ環境の整備充実方策」において，ス  

ポーツ振興における大学の役割として「施  

設，人材等の面でスポーツに関する豊富な資  

源を有している大学等の高等教育機関におい  

ては，学生のスポーツ活動の充実はもとよ  

り，地域の一員として…」と「学生のスポーツ  

活動」が第一にあげられてtlる。上記の流れ  

から考えると，この場合のスポーツ活動と  

は，いわゆる「運動部活動」をさしていると思  

われ，大学における「運動部活動の充実」が国  

策としての意味を持ってきたと考えることが  

できる。   

こうした流れを受けて，蓮田ら8）は，大学  

体育会所属学生の運動生活の実態調査を行  

なった。その結果，①体育施設への満足度は  

高いが，シャワー室など周辺施設への不満が  

高いこと，②授業の開設方法によってクラブ  

活動が制限されること，③体育会所属学生は  

経済面，食事面などに問題を抱えていること  
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次に，有効回答を，部会所属男子502名，部  

会所属女子186名，同好会・医学支部所属男  

子217名，同好会・医学支部所属女子113名の  

4群に分け，7つの尺度における上記4群の  

満足度の差を検討するため、3要因（性別2  

水準×所属2水準×学年3水準）の分散分析  

を行った。多重比較にはⅠ5D法を用いた。こ  

れらの分析の有意水準を5％，有意傾向を10  

％として判断した。  

結 果  

1．各尺度における学生の満足度  

表2は各尺度の平均と標準偏差を示したも  

のである。分散分析の結果，尺度間の養は有  

意であった（F（6，7125）＝125．9，p＜．01）。  

Ⅰ5D法を用いた多重比較の結果，満足度に関  

して，「家族との人間関係」は他の尺度よりも  

高いこと，「友人や仲間との人間関係」は「家  

族との人間関係」以外の尺度よりも高いこ  

と，「スポーツ（競技）活動」は「家族との人間  

関係」と「友人や仲間との人間関係」よりも高  

いことが認められた（MSe：＝1．19，p＜．05）。   

有効回答者の内訳  

団体まで，幅広く回答を得る必要があった。  

そこで，体育を専門に学ぶ学部を有し，多く  

のスポーツ活動団体を有する総合大学とし  

て，筑波大学を調査対象とした。筑波大学体  

育会は，活動の内容によって「部会（41団  

体）」，「同好会（15団体）」，「医学支部（19団  

体）」に分けられている。   

調査時期は，2006年2月中旬から下旬の約  

2週間であった。調査用紙は，2月上旬に開  

催された課外活動団体の会議に参加した各団  

体の代表者に配布し，その際に調査の趣旨を  

説明し，調査対象者への配布と回収を依頼し  

た【〕   

回答紙の剛叉数は，部会706名，同好会158  

名，医学支部196名であり，回収率は68．52％  

であった。また，欠損値等を含む回答紙を除  

いた結果，有効回答数は1018名であった。衷  

1に有効回答数の内訳を示した。  

3．統計処理   

まず，7つの尺度の平均値の差を検討する  

ため，1要因7水準の分散分析を行なった。  

蓑1  

部 会  同好会・医学  

1年 2年 3年以上 小計   1年 2年 3年以上 小計  
167 152  502  73   66   78  217  719  

63   63   60 186  47   42   24 113  299  

230  212  688  120 108 102  330  1018  

表2 各尺度の平均と標準偏差  

尺度  回答数 平均 標準偏差  

A：家族との人間関係  

B：友人や仲間との人間関係  

C：スポーツ（競技）活動  

D：現在の生活環境  

E：生活における経済的側面  

F：現在の健康状態  

G：現在の生活全体  

1018  1．82  1．22   

1018  1．71   1．10   

1018  1．20  1．33   

1018   0．93  1．37   

1018   0．95  1．56   

1018   0．96  1．57   

1018   0．99  1．36  

A〉B〉C〉D，E，F，G（pく0．05）  
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しかしながら，「現在の生活環境」，「生活に  

おける経済的側面」，「現在の健康状態」，「現  

在の生活全体」の間には，有意差は認められ  

なかった。  

2．家族との人間関係   

分散分析の結果，「性別と所属」（F（1，  

1006）＝3．75，p＜．10），「性別と学年」（F（2，  

1006）＝3．30，p＜．05）で交互作用が有意傾向  

と有意であった。   

そこで，「性別と学年」で単純主効果を分析  

した結果，1年生において男子よりも女子の  

満足度が有意に高いこと（p＜．05）が認められ  

た。またⅠ5D法による多重比較の結果，男子  

において1年生よりも3年生以上，2年生よ  

りも3年生以上の洞足度が有意に高いことが  

認められた（MSe＝1．47，P＜．05，図1）。  
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図2 友人や仲間との人間関係の満足度に関  

する性別と学年の平均値と標準偏差   

4．スポーツ（競技）活動   

分散分析の結果，「性別」と「所属」の主効果  

が有意であり，女子よりも男子の満足度が高  

いこと（F（1，1006）＝9．96，p＜．01，図3），  

部会よりも同好会・医学の方が満足度が高い  

こと（F（2，1006）＝5．32，p＜．05，図4）が認  

められた。   
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図1家族との人間関係の満足度に関する性  

別と学年の平均値と標準偏差  

3．友人や仲間との人間関係   

分散分析の結果，「性別と学年」（F（2，  

1006）＝2．45，p＜．10）で交互作用が有意傾向  

であった。   

そこで，「性別と学年」で単純主効果を分析  

した結果，1年生において男子よりも女子の  

満足度が有意に高いこと（p＜．01）が認められ  

た。またⅠ5D法による多重比較の結果，男子  

において1年生よりも3年生以上の満足度が  

有意に高いことが認められた（MSe＝1．21，P  

＜．05，図2）。  

図3 スポーツ（競技）活動の満足度に関す  

る性別の平均値と標準偏差  
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図4 スポーツ（競技）活動の満足度に関す  

る所属の平均値と標準偏差   
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5．現在の生活環境   

分散分析の結果，「性別と所属」（F（1，  

1006）＝3．29，p＜．10），「性別と学年」（F（2，  

1006）＝3．27，p＜．05）で交互作用が有意傾向  

と有意であった。   

そこで，「性別と学年」で単純主効果を分析  

した結果，1年生において男子よりも女子の  

満足度が有意に高いこと（pく05）が認められ  

た。またⅠ5D法による多重比較の結果，男子  

において1年生よりも2年生と3年生以上の  

満足度が有意に高いことが認められた（MSe  

＝1．86，p＜．05，図5）。  

高く，女子においては逆に2年生と3年生以  

上よりも1年生の満足度が有意に高いことが  

認められた（MSe＝2．44，p＜．05，図6）。  
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図6 現在の健康状態の満足度に関する性別  

と学年の平均値と標準偏差  
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8．現在の生活全体   

分散分析の結果，「性別と所属」（F（1，  

1006）＝6．45，p＜．05）の交互作用が有意で  

あった。   

そこで，「性別と所属」で単純主効果を分析  

した結果，部会において女子よりも男子の満  

足度が有意に高いこと（pく05），女子におい  

て部会よりも同好会・医学の満足度が有意に  

高いことが認められた（MSe＝1．84，p＜，01，  

巨17）。  

性別   

図5 現在の生活環境の満足度に関する性別  

と学年の平均値と標準偏差  

6．経済的側面   

分散分析の結果，いずれの要因間にも有意  

差は認められなかった。  

7．現在の健康状態   

分散分析の結果，「性別と学年」（F（2，  

1006）＝5．15，p＜．01）で交互作用が有意傾向  

として認められた。   

そこで，「性別と学年」で単純主効果を分析  

した結栄，1年生において男子よりも女子の  

満足度が有意に高いこと（p＜．05），3年生以  

上においては，逆に女子よりも男子の満足度  

が有意に高いこと（p＜．05）が認められた。ま  

た15D法による多重比較の結果，男子におい  

て1年生よりも3年生以上の満足度が有意に  
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図7 現在の生活全体の満足度に関する性別  

と所属の平均値と標準偏差   
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人や仲間との人間関係ともに，女子が男子よ  

り満足度が高かった（図1，図2）。一方で，  

2年生以上では性別による相適は認められな  

かった。青木2）は，高校運動部員の学校生清  

適応感に関する調査を行い，女子運動部員は  

男子運動部員よりソーシャル・サポートの得  

点が有意に高かったと報告している。すなわ  

ち，女子部員は男子部貝よりサポートしてく  

れる人間関係が構築されていたと考えられ  

る。本研究の結果でも1年生においては同様  

であったが，男子においては学年が進むにつ  

れて，人間関係の満足度が高くなっていった  

（図1，図2）。この点に関して，男子におい  

ては1年生から3年生へと学年を経る過程に  

おいて，お互いに交流する回数が増えること  

を踏まえると，スポーツ活動を通じた意思の  

疎通や相談の機会があったことが予想され，  

その結果，人間関係のあり方が変化していっ  

たと考えられる。  

2．スポーツ活動に関する満足度   

スポーツ（競技）活動に関する満足度を性別  

と所属でみると，男子は女子より満足度が高  

く，同好会・医学支部所属学生は部会所属学  

生より滴足度が高かった（図3，図4）。   

一般に部会所属学生の競技における目標  

は，日常生活における運動活動の時間数，年  

間における活動日数を勘案すると，同好会所  

属学生に比べて高いことが予想される。この  

点を踏まえ，スポーツ活動に関する満足度を  

競技目標の達成度との関係から考えると，同  

好会・医学支部所属学生が相対的にスポーツ  

活動に満足しているのに対して，部会所属学  

生が比較的低い傾向にあったことは，運動活  

動の現場の視点から考えられることであろ  

う。ただし，本研究では∴競技に対する各学  

生の目標の達成度を調査していないため，ス  

ポーツ活動の満足度と目標達成度との関係に  

ついて明確に言及することはできない。それ  

ゆえ，今後，満足度と達成度の関係について  

考 察  

体育会に所属する学生全体でみると，各尺  

度における満足度の平均値は，「家族との人  

間関係」が1．87で最も高く，次いで「友人や仲  

間との人間関係（1．71）」，「スポーツ（競技）活  

動（1．20）」の順に高かった。前の2つの尺度  

は，大きく「人間関係」とまとめることができ  

る。今回の調査では「不満（－3）」から「満足  

（3）」までの7段階で評定を行なっており，上  

記の3尺度は「やや満足（1）」と「かなり満足  

（2）」の間にあった。すなわち，今回調査の対  

象となった大学体育会に所属する学生は，人  

間関係やスポーツ活動そのものには，概ね満  

足していたといえる。   

一方で，「現在の生活環境（0．93）」，「生活  

における経済的側面（0．95）」，「現在の健康状  

態（0．96）」，「現在の生活全体（0．99）」は先の3  

つの尺度に比べて有意に低かった。「現在の  

生活全体」を除く3つの尺度は，大きく「生活  

の質」と捉えることができる。生活の質に関  

しては，平均値が「どちらともいえない」から  

「やや満足」の間にあり，不満とまではいかな  

いものの，満足度は低い結果となった．  

「現在の生活全体」は他の6尺度を総合的に  

評価したものと考えることができるが，その  

満足度は6尺度のちょうど中央にあり，今回  

調査対象となった体育会所属の大学生は，生  

活全体としての満足度は「やや満足」と感じて  

いて，その中でも「人間関係」や「スポーツ活  

動」には比較的高い満足度を感じ，「生活の  

質」には比較的低い満足度であると解釈でき  

る。   

以降，満足度の高かった「人間関係」および  

「スポーツ活動」と，満足度の低かった「生活  

の質」のそれぞれについて考察を進める。  

1．人間関係に関する満足度   

人間関係に関する尺度を性別と学年でみる  

と，1年生においては家族との人間関係，友  
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問題であると考えられるので，下級生の生活  

環境の整備を整えていくことで，改薄されて  

いく可能性が十分あると考えられる。   

一方，経済的側面に関して，蓮田ら叫ま，  

体育会所属学生は一般学生に比べて1ヶ月あ  

たりの収入が少ないことを報告している．こ  

のことは，クラブ活動に費やす時間が多いた  

めにアルバイトができず，その収入を得るこ  

とができない一方で，クラブ活動に必要な経  

費がかかるため，生活費にあたる支出を削っ  

ている可能性を示唆している．また，生活に  

おける経済的側面の満足度が2番目に低かっ  

たという結果（表2）は，蓮田らの精米と共通  

した結果とも考えられる。そして，性別や学  

年，所属といった要因間に有意な差は認めら  

れなかった。このことは，経済的側面に関し  

て，体育会所属学生全体の満足度は低いこと  

を示していると考えられるので，「運動部活  

動の充実」を図ることをねらいとして∴運動  

部所属学生を対象とした奨学金制度などの措  

置を講じる必要があると思われる。   

最後に，現在の健康状態に関して，男子は  

1年生から3年生に向かって満足度が高まっ  

ているのに対して，女子は1年生から3年生  

に向かって低下していることが認められた  

（図6）。健康状態については，これまでに  

も，身体的健康，精神的健康，社会的健康の  

観点から検討・＝されており，今後，加齢に  

伴った上記の健康状態に関する変化の構造を  

明らかにし，学生生活の質の向上に寄与する  

知見を得ていく必要があろう。   

夏とめ  

本研究では，大学における「選動部活動の  

充実」を図るため，体育会に所属する学生の  

人間関係や生活全体に関する満足度を，性  

別，学年，所属（部会，同好会）などの観点か  

ら分析・検討した。本研究の主な結果は以下  

の通りである。  

（1）体育会所属学生全体の平均値でみると，  

検討してtlく必要がある。   

一方，青木と松本＝は，高校運動部貝の部  

活動適応感について調査し，女子は男子に比  

べて弱適応感や不適応感の者が多かったと報  

告している。その原因として，女子は「指導  

者への満足」や「部員相互の人間関係」などの  

集団維持機能を規定する人間関係において，  

絶えず他者の影響を受けていることをあげて  

いる。本研究において，家族や友人などとの  

人間関係について，男子より女子の満足度が  

高い結果であった（図1，図2）ことを考える  

と，今後，女子においては指導者との関わり  

方についてより詳細に検討してみる必要があ  

るだろう。  

3．生活の質に関する満足度   

今回調査の対象となった大学では，1年生  

の8割弱が「学生宿舎」と呼ばれる学生寮で生  

活している7）。一方で，2年生では約25％，  

3年生以上では約10％と学生宿舎への入居率  

は低くなる。この大学の学生宿舎は，トイ  

レ，風呂，台所などが共同である。特に風呂  

に関しては，浴場の開店時間が限られてお  

り，入居者の60％以上が不満であると答えて  

いた7）。今回の調査では，生活環境の滴足度  

に関して，男子の1年生が2年生および3年  

生以上に比べて有意に低かった（図4）。今回  

の調査と同じ大学の体育会所属学生を対象に  

調査を行なった蓬田ら8）の報告によると，夜  

9時以降まで練習を行なうクラブは約40％あ  

ることが確認されている。一般に練習終了後  

の用具の後片付けなどは1年生が中心となっ  

て取り組むことが予想される。そのため，上  

級生に比べて，下級生は帰宅が遅くなる傾向  

があると考えられる。その結果，浴場の閉店  

時間に間に合わずに，入浴が困難になった  

り，食事時間が遅くなったりしたことが原因  

となり，「現在の生活環境」に関する満足度の  

低下につながったと考えられる。こうした要  

因は，今回の調査対象となった大学に特有の  

ー19 －   



「生活の満足度」尺度のすべてにおいて満   

足傾向にあった。  

（2）各尺度における体育会所属学生全体の平   

均値は，「家族との人間関係」が最も高   

く，次いで「友人や仲間との人間関係」，   

「スポーツ（競技）活動」の順に高かった。   

また，「現在の生活環境」，「生活におけ   

る経済的側面」，「現在の健康状態」，「現   

在の生活全体」は先の3つの尺度に比べ  

て有意に低かった。  

（3）「家族との人間関係」，「友人や仲間との   

人間関係」といった、人間関係に関する   

尺度では．1年生において女子が男子よ  

り満足度が高かった。【一方で，2年生以   

上では性別による相通は認められなかっ  

た。  

（4）「スポーツ（競技）活動」に関する尺度で   

は，男子は女子より満足度が高く，同好   

会・医学支部所属学生は部会所属学生よ  

り満足度が高かった。  

（5）「現在の健康状態」に関する尺度では，男   

子は学年が進むにつれて満足度が高くな  

るのに対して，女子は低くなった。   

本研究の結果から，今回調査対象となった  

体育会所属の大学生は，生活全体としての満  

足度は「やや満足」と感じていて，その中でも  

「人間関係」や「スポーツ活動」には比較的高い  

満足度を感じ，「生活の質」には比較的低い満  

足度であると解釈された。また，大学体育会  

所属学生の生活に関する満足度を向上させる  

ためには，女子においては指導者との関係の  

あり方を見直す必要があること，全体として  

は経済的側面からの支援策を考える必要があ  

ることが示唆された。  
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